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①「IT融合人材」の定義 
 【基本認識】 
○イノベーションはビジネスとITの融合領域において創出される 
○これを担う人材を「IT融合人材」と位置付ける 
○イノベーションを起こすためのドライバ（推進力）はIT 
○専門性を持った複数の人材が協働する組織として取り組むことで、 多様性が生ま
れイノベーションの創出につながる 

 今日、ITはIT関連産業の枠を超え、他産業・分野との融合によってイノベーションを起こし、新た
なサービスを創造する役割を担いつつある。 

 「ＩＴ融合」とは、このようなＩＴとビジネス（技術、市場、プロセス）の融合により顧客や社会に新た
な価値を生み出し、改善から革新的な変革までを含む幅広いイノベーションを創出することを指し
ている。  

 「ＩＴ融合人材」とは、「ＩＴ融合」により価値を創造し、イノベーションを創出する人材であり、多様な
専門性を持った複数の人材が協働しながら組織として活動することがイノベーションの実現要件と
なる。 
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対象範囲 
「産業構造審議会 情報経済分科会中
間とりまとめ（案）」より引用・編集 

■対象人材の考え方 

■育成の考え方 
○「IT融合人材は育成可能」 
○人材の裾野を広げる育成施策が必要 
  能力の高いものだけにフォーカスするのではなく、将来「IT融合人材」へと成長を促す 
  人材に対する育成施策が必要。 

ビジネス人材 
（ユーザー企業の 

現場事業部門の 

人材） 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

現在のＩＴ人材 
（ＩＴに関する専門性を 

有する人材） 

ＵＩＳＳ 

人材 

ＥＴＳＳ 

人材 

ＩＴＳＳ
人材 

イノベーションを 
起こせる人材 

（ビジネス以外の分野も含めた 

社会改革者・経営者など） 

ＩＴを活用して 

イノベーショを 

起こせる人材 

IT企業およびユーザー企業情報シス
テム部門に従事する人材 

各産業分野で主に事業
部門に所属する人材 

①「IT融合人材」の定義 
対象人材・育成の基本的な考え方 
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理解・共感 価値発見 ビジネスデザイン ビジネス実証 ビジネス展開 

事業創出 サービス運用・改善 

調査 分析 統合 デリバリ 

サービス設計 価値発見 

＜産構審モデル＞  

＜Kumarモデル＞  

仮説 

②価値創造プロセスの定義 

 「価値創造プロセス・メタフレーム（５つのプロセス）」  

観察や調査、協
働等によってイノ
ベーションの芽と
なる対象に対し
深い理解・共感を
得る 

多様な人材との
ダイアログや未来
への洞察により、
問題の本質や真
の価値を発見し、
ビジネスや社会
に役立つアイデ
アとして構想する 

構想したアイデア
をビジネスモデル
や社会モデルとし
て実現できるよう
デザインする 

プロトタイピング
等によってビジ
ネスや社会で適
用できるよう仮
説検証の実証を
行う 

事業化やノウハウと
して実現することで、
最終的に顧客や社会
に対し新たな価値を
実現（訴求）する 

【参考】 

価値創造プロセス・メタフレーム 

IT融合実現のための価値創造プロセス・メタフレーム 議論の共通土俵 



価値創造プロセスのダイナミズム 
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  ○思い・着想・課題認識をトリガーに様々な起点からスタート 
  ○各プロセス間、各プロセス内でリカーシブな仮説検証が繰り返される。   
  ○イノベーションプロセスはスパイラルモデルであり、ウォーターフォールモデル 
   のようなプロセスの順序性は規定できない。 
  
   

思い 
着想 

仮
説 

検
証 

理解・共感 
対象に対する深い理解と共感を
得る 

 

価値発見 
新しい価値を見つけビジネスア
イデアとしてまとめる 

 

ビジネスデザイン 
アイデアをビジネスで実現する姿
を描く 

ビジネス実証 
価値を生み出すビジネスモデル
になっているかを検証する 

 

ビジネス展開 
顧客や社会に新しい価値を提供
する 

 

フィードバック 
対象への理解・共感 

問題・価値定義 

創出されたアイデア 

実現するビジネスモ
デル 

事業化判断 

事業計画 

実現された新しい価値 

②価値創造プロセスの定義 



価値創造プロセスで求められる能力 
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理解・共感～価値発見プロセスで求められる能力 ⇒ 「価値発見力」 
ビジネスデザイン～ビジネス展開プロセスで求められる能力 ⇒ 「価値実現力」  

（前提） ＩＴとビジネスの
融合能力 

現実世界 

作
る 

価値実現力 

理解・共感 

価値発見 

ビジネスデザイン 

ビジネス展開 

ビジネス実証 

「イノベーション実現力」 

③ＩＴ融合人材の能力定義 

IT融合能力 

価値創造能力 

イノベーション関連 

基本知識・能力 

ビジネス関連 

知識・能力 

ＩＴ関連 

知識・能力 

ＩＴとビジネスの融合力 

前提知識・能力 

価値実現力 価値発見力 

イノベーション実現力 

実践力 
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（参考） 各プロセスで求められる能力要素例 

メタフレーム イノベーション実現力 
前提能力 

プロセスの目的 能力の概要 能力要素（例） 資質的要素（例） 

理解・共感 

対象に対する深い理
解と共感を得る 

価
値
発
見
力 

思い・着想を共体験等によって、イノベー
ションの芽となる対象に対し深い理解・共
感を得ることができる 

観察力 

ダイアログ力 

多様性の受容力 

質問力 

共感力 

過去に拘らない 

感受性が豊か 

何にでも興味を示
す 

Ｉ
Ｔ
と
ビ
ジ
ネ
ス
の
融
合
能
力 

価値発見 

新しい価値を見つけビ
ジネスアイデアとして
まとめる 

多様な人材とのダイアログや未来への洞
察により、問題の本質や新の価値を発見し、
ビジネスや社会に適用できるアイデアとし
て他の人に共有できる形に構想することが
できる 

分析力 

組み合わせ力 

洞察力 

ダイアログ力 

ネットワーク力 

抽象化力 

前向き 

進取の気性 

革新性 

ビジネスデザイン 

アイデアをビジネスで
実現する姿を描く 

価
値
実
現
力 

構想された様々なアイデアをビジネスモデ
ルや社会で実現できる姿にデザインするこ
とができる 

デザイン力 

形式知化力 

構想力 

おおらか 

大局観 

積極性 

ビジネス実証 

価値を生み出すビジネ
スモデルになっている
かの検証を行なう 

プロトタイピング等によって仮説検証を積
み上げ、ビジネスとして事業化できるか社
会に訴求できるかを実証することができる 

ツール活用力 

試行力 

巻き込む力 

プレゼン力 

具体化力 

協調性 

失敗を恐れない 

粘り強さ 

ビジネス展開 

顧客や社会に新しい価
値を提供する 

事業化等により、ノウハウやビジネスの果
実を摘み取り、最終的に顧客や社会に対
し新たな価値を提供し訴求させることがで
きる 

戦略立案力 

計画実行力 

公平評価力 

計画性 
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「IT融合人材」育成のあり方 

「
前
提
知
識
の
習
得
」 

前
提
と
な
る
基
礎
的
知
識
の
習
得 

「実践的学習の場」 
試行錯誤の経験から学習する 

能力向上の仕組み 

育成の場 

「
実
践
的
学
習
の
成
果
」 

「体
得
」に
よ
っ
て
身
に
付
け
る
べ
き 

能
力 

ファシリテーター 

  ○ “実践力”体得・習得には「実践の場」の整備・創出が不可欠。 
  ○「実践の場」の機会が得にくい場合は、模擬的な「実践的学習の場」を 
   意図的に作っていくことが有効。 
  ○「実践的学習の場」エントリーには一定水準の能力、知識習得が必要。    
   組織・団体の研修体系の相互活用・補完強化も効果的な検討視点。   

ダイアログ 

実践 

個々のプロセスについて「ダイア
アログ」と「実践」を繰り返し 

価
値
創
造 

ビジネス
デザイン 

ビジネス
実証 

ビジネス
展開 

理解・共
感 

価値発
見 

実践の場 

④ＩＴ融合人材の育成方法 



11 

「前提知識・能力」について 

IT融合能力 

価値創造能力 

イノベーション関連 

基本知識・能力 

ビジネス関連 

知識・能力 

ＩＴ関連 

知識・能力 

ＩＴとビジネスの融合力 

前提知識・能力 

価値実現力 価値発見力 

イノベーション実現力 

実践力 

価値創造を実現するためには「実践力」 
（イノベーション実現力）が必須であるが、 
この「実践力」を十分に発揮するためには、
「前提知識・能力」を身に付けておくことが 
求められる。 
 
「前提知識・能力」としては、ビジネス関連、 
ＩＴ関連知識・能力、さらにイノベーション 
関連知識・能力につき一定程度の知見を 
保有していることが望まれる。 

【特に個人に求められる前提知識・能力】  
協働作業における共通言語として、以下 
のような「イノベーション関連知識・能力」 
が必須能力 
 
◇多様なバックグランドを持つ人材と円滑  
  に協働できる能力 
◇各種方法論の知識やコミュニケーション  
 手法としてのブレインストーミング技術等 

④ＩＴ融合人材の育成方法 
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■価値創造プロセスと方法論・ツール 

理解・共感 価値発見 ビジネスデザイン ビジネス実証 

 各方法論やツールには、効果的に適用できるプロセスの範囲や 
 特徴がある。 それぞれの特性を理解したうえで適切に使い分ける  
 必要がある。 
   

ビジネス展開 

■方法論（メソッド）の例 （矢印はおよその適用範囲を示している） 

■ツール（道具）の例 

デザイン思考 

フィールドアナリティクス 
ビジネスモデル・ 
ジェネレーション 

リーンスタートアップ 

技術経営～アントルプレナ―／起業論 

                  価値創造プロセス・メタフレーム 

イノベーション経営プロセスモデル （ＩＴＣＡの「イノベーション経営プロセスガイドライン」 ） 

ＩＴ経営プロセスモデル （ＩＴＣＡの「ＩＴＣプロセスガイドライン」） 

58の道具箱、各種発想法、５Ｆ、４Ｐ、ブレーンストーミング、ＫＪ法、アジャイル開発ツール 

ビジネス競争力自己診断ツール、ビジネスモデル設計ツール、課題解決ツール （いずれもＩＴＣＡ） 

ビジネスプロセ
ス・モデリング 

データアナリティクス 



イノベーション創出における 

組織能力の重要性 



イノベーション創出と組織能力 
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組織的取組の必要性 

組織能力の向上 
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組織的取組の必要性 

①「価値創造力」は個人の専門性を持ち寄り組織の総
合力として保有するのが合理的で現実的 

組織的取組の必要性 

②新たな価値発見は多様な人材が集う組織における
ダイアログを通じて行われる 

③新たな価値創造のためには、参画する人材が役割
に応じた能力を発揮する組織が重要 
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①組織の総合力としての「価値創造力」 

IT融合能力 

価値創造能力 

イノベーション関連 

基本知識・能力 

ビジネス関連 

知識・能力 

IT関連 

知識・能力 

ITとビジネスの融合力 

前提知識・能力 

価値実現力 価値発見力 

イノベーション実現力 

実践力 

「IT融合人材」に求められる能力 SUPER MAN ? 

全てを兼ね
備えた人材 

本当にそんな人
いるの？ 

いるかもしれな
いけどごく少数 

スーパーマンがいないとイノベーションは起こせない？ 



IT融合能力 

価値創造能力 

イノベーション関連 

基本知識・能力 

IT関連 

知識・能力 

ITとビジネスの融合力 

前提知識・能力 

イノベーション実現力 

実践力 
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IT融合能力 

価値創造能力 

イノベーション関連 

基本知識・能力 

ビジネス関連 

知識・能力 

IT関連 

知識・能力 

ITとビジネスの融合力 

前提知識・能力 

価値実現力 価値発見力 

イノベーション実現力 

実践力 

IT融合能力 

価値創造能力 

イノベーション関連 

基本知識・能力 

ビジネス関連 

知識・能力 

ITとビジネスの融合力 

前提知識・能力 

価値発見力 

イノベーション実現力 

実践力 

IT融合能力 

価値創造能力 

イノベーション関連 

基本知識・能力 

IT関連 

知識・能力 

ITとビジネスの融合力 

前提知識・能力 

価値実現力 

イノベーション実現力 

実践力 

個人の専門領域
は様々 

組織の総合力 

何等かの専門
性を持ってい
ることが重要 

多様な専門性を持ち寄り、組織の総合力として価値創造力を保有する 

①組織の総合力としての「価値創造力」 
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②組織における多様な人材による価値発見 

 
経
験 

知
識 

能
力 

価
値
観 

発
想 

思
い 

個人の経験や能力だけから新しい価値を見出すのは困難です 

新しい価値 

  
  

   
  

 
 

新しい価値は個人の経験や能
力、価値観などの外側にある 

個人の限界 
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経
験 

知
識 

能
力 

価
値
観 

発
想 

思
い  経

験 

知
識 

能
力 

価
値
観 発

想 

思
い 

 
経
験 

知
識 

能
力 

価
値
観 

発
想 

思
い 

新しい価値 

様々なバックグランドや価値観を持つ人材が集う多様性のもとで新たな価値が発見される 

多様性が担保された環境でのダイア
ログを通じて相互に共感することが
新たな価値発見につながる 

②組織における多様な人材による価値発見 

ダイアログ 

ダ
イ
ア
ロ
グ 
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③役割に応じた能力を発揮する組織 
強い「思い」を持ってイノベーション創出を牽引するリーダーのもと自律的に活動するメンバー
との組織的な協働が重要になります。 

IT融合能力 

価値創造能力 

イノベーション関連 

基本知識・能力 

ＩＴ関連 

知識・能力 

ＩＴとビジネスの融合力 

前提知識・能力 

イノベーション実現力 

実践力 

IT融合能力 

価値創造能力 

イノベーション関連 

基本知識・能力 

ビジネス関連 

知識・能力 

ＩＴとビジネスの融合力 

前提知識・能力 

価値発見力 

イノベーション実現力 

実践力 

IT融合能力 

価値創造能力 

イノベーション関連 

基本知識・能力 

ＩＴ関連 

知識・能力 

ＩＴとビジネスの融合力 

前提知識・能力 

価値実現力 

イノベーション実現力 

実践力 

メンバー 

イノベーションリーダー 

イノベーション実現に向けた強
い「思い」を持ち、多様なメン
バーをファシリテートすることで
価値創造プロセスを牽引する。 

「IT融合実現組織」における役割 

多様な専門性を発揮し自主的
な活動を通じて新たな価値創造
を担う 

単に多様な人材を集めた
だけでは「烏合の衆」にな
りかねない。 

リーダーに求められる「ファシリテーション能力」の重要性 
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組織能力の向上 

①イノベーションを起すうえでは、阻害要因となるものを
排除し、多様な価値観を受入れ外に開かれた環境で
アイデアを育む組織への変革が重要 

組織能力の向上 

②組織能力を評価することで、自社の置かれた状況を
把握し、弱みを改善し強みを更に伸ばすための契機
にすることが可能になる 
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①イノベーションを創出する組織への変革 

 

IT融合実現組織 

アイデア！ 

 

前例がないから
難しい 

 

すぐに儲けは出る
の？ 

 

突飛なものは社風
に合わない 

「出る杭を打つ」文化・風土 

 

別の観点を持ってい
る人を集めよう！ 

 今回の失敗は大きな
収穫だった 

 

A社との共同研究は
できないか 

アイデアを育む文化・風土 

組
織
能
力
の
向
上 

我が国でイノベーションが生まれにくい要因
の一つは、企業など組織が能力ある人材の
思いや着想を摘んでしまうことにある。 

 

「出る杭を打つ」文化・風土から「アイデアを育む」文化・風土への変革が求められる 

イノベーションを起すうえで阻害要因となる
ものを排除することが必要となる。 

 

外に開かれた継続的な活動を通じて、組
織の文化・風土を変革する必要がある。 

「既存の枠組み」 
「成功体験」 
「固定化された価値観」 

「失敗から学ぶ」 
「育成の場」作り 
「オープンイノベーション指向」 
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①経営者のマインド・リーダーシップ
の発揮 

④「実践の場」創出 

②育成フレームの整備 

③「実践的学習の場」の設置 

■オーナーシップの発揮 

⑤組織文化・風土の醸成 

■多様性の受容 

■ダイアログ重視 

■トライアル＆エラー実施 

■オープンイノベーション指向 

組織能力を向上するために対応が必要な項目例は以下 

①イノベーションを創出する組織への変革 

IT融合能力 

価値創造能力 

イノベーション関連 

基本知識・能力 

ＩＴ関連 

知識・能力 

ＩＴとビジネスの融合力 

前提知識・能力 

イノベーション実現力 

実践力 

IT融合能力 

価値創造能力 

イノベーション関連 

基本知識・能力 

ビジネス関連 

知識・能力 

ＩＴとビジネスの融合力 

前提知識・能力 

価値発見力 

イノベーション実現力 

実践力 

IT融合能力 

価値創造能力 

イノベーション関連 

基本知識・能力 

ＩＴ関連 

知識・能力 

ＩＴとビジネスの融合力 

前提知識・能力 

価値実現力 

イノベーション実現力 

実践力 

メンバー 

イノベーションリーダー 

「IT融合実現組織」における役割 

イノベーションオーナー 

「IT融合組織能力」向上における役割 

承認 
支援 

イノベーションを創出する「IT融
合実現組織」の活動を承認し
必要な組織能力を向上させ
る。 
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①経営者のマインド・リーダーシップの発揮 
 経営者が率先実行しイノベーションオーナーとして活動する
ことで、企業文化としてイノベーション創出環境を構築すること
が重要である。 

④「実践の場」創出 
 アイデアがイノベーションを起こすか否かは実践によっての
み検証することができる。このような機会をできるだけ多く提
供する環境作りが重要である。 

②育成フレームの整備 
 組織の目指す育成のあり方を見極め、育成フレームを整備
することが重要である。 

③「実践的学習の場」の設置 
 多様な価値観を持つ人材とのダイアログを通じて実践的な
テーマに取り組む実践力強化の学習の場作りが重要である。 

 イノベーションは思いの実現であり、思いを持った人がどれだ
け実現に至るプロセスにコミットするかがその成否を決める。
思いを持った人が最後までやり抜くこと、即ちオーナーシップ
の発揮が重要である。 また、日本の情報サービス産業では、
「要件定義からの一括請負契約」がまだかなりの割合を占めて
いる。情報サービス産業におけるイノベーティブな動きを加速
するためにも早急な是正が求められる。 

■オーナーシップの発揮 

⑤組織文化・風土の醸成 

 イノベーションを創出するためには、異なる価値観、バック
グランドや目的意識を持った人材を集めることが大きな鍵と
なる。このような多様性を尊重する組織文化が重要である。 

■多様性の受容 

■ダイアログ重視 
 イノベーション創出プロセスは「答えの無い」問題への取り組
みでもあり、討議の過程で問題の意味を掘り下げていくダイア
ログが重要となる。答えを見つけるための話し合いではなく、考
えるための話し合いが行える文化や環境作りが求められる。 

■トライアル＆エラー実施 
 イノベーションでは試行錯誤により完成度を高めるアプローチ
が取られる。このような試行錯誤においては失敗を許容し、 
「失敗から学ぶ」組織文化が重要である。 

■オープンイノベーション指向 

 同業他社や異業種とコラボレーションし得意分野を持ち寄る
ことで単独企業では成しえなかったイノベーションを起こすこと
が可能となる。このような外部に開かれた環境作りが重要にな
る。 

組織能力を向上するために対応が必要な項目例は以下 

①イノベーションを創出する組織への変革 
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②変革への契機としての組織能力評価 
組織能力を評価することで、現状を把握し次のアクションに繋げる 

経営者の 

リーダーシップの発揮 

「オープンイノベーション」指向 

「多様性」の受容 

「ダイアログ」重視 

トライアル＆エラー実施 

「実践的学習の場」の設置 

「実践の場」の創出 

育成フレームの整備 

組
織
文
化
・風
土
の
醸
成 

IT融合組織能力 評価項目（例） 
レベル１ レベル2 レベル3 レベル4 

認
識
さ
れ
な
い
。
初
期
状
態
。 

必
要
性
の
認
識
。
試
行
段
階
。 

管
理
さ
れ
た
実
行
段
階
。 

継
続
的
に
評
価
・改
善
。
成
果
を
上
げ
る
段
階
。 

評価指標（例） 

オーナーシップの発揮 

「実践の場」の創出 

育成フレーム
の整備 

組織文化・風土 

「実践的学習の
場」の設置 

分析結果（例） 経営者のリー
ダーシップ 

評価目的や具体的な評価項目、レベリングや評価指標などを継続して検討する必要がある。本件
については連絡会参加組織が継続して取組む予定です。 
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IT融合実現組織 

IT融合組織能力 

経営者の 

リーダーシップの発揮 
組織文化・風土の醸成 

「実践的学習の場」の設置 「実践の場」の創出 

育成フレームの整備 

■様々なバックグランドや価値観をもつ人材が集う多様性のもとでの活動 

■問題の意味を掘り下げていくためのダイアログを重視した相互の共感 

■失敗を許容し、そこから学習することを繰り返すトライアル＆エラーを実施 

■企業内に留まらず広く外部とコラボレーションするオープンイノベーション指向 

■思いを持った人が最後までやり抜くオーナーシップの発揮 

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出 

 

専門性を持つ「IT融合人材」が協働して価値創造を起こす主体となる組織（ＩＴ融合実現組織）。イノベーショ
ン創出に向けた個人と組織間の継続した相互学習が組織自身の「学び」、ステージアップに繋がっていく。 

上記イノベーション創出主体・「IT融合実現組織」の活動を 

円滑に進めるための組織能力の向上が重要。 

学習する組織 

IT融合による価値創造を起こす組織のあり方 
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今後の取り組み 
～組織・団体、企業を場とする普及・実践へ～ 
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（取組案1） 「ＩＴ融合組織能力」評価軸の策定、普及  
【事業の目的】 
 IT融合組織要件を評価できる指標等を導入し、多くの組織でイノベーションを起こすことができる組織体質
に変革できるよう支援を行い、組織がビジネスや社会に新しい価値を提供することで、わが国の活力を向上
させる 

（取組案2） 個人能力評価のあり方検討  
【事業の目的】 
 イノベーションを起こすことができる個人能力の必要知識やスキル、レベル等を明確にし、様々な組織で 
共通的な基準で評価できるようなガイドラインを策定し、多くの組織でイノベーションを起こすことができる人材
を輩出できるよう支援する 
 

（取組案3） イノベーションを起動する「実践的学習の場」の構築 

【事業の目的】 
 IT融合人材の育成の場の創出を通じて、組織のイノベーション能力を向上させ、組織が顧客や社会に
対し新しい価値を提供することで、わが国の活力を向上させる 
 

■ 今後の取り組み 



29 

お知らせ 「実践的学習の場」デモンストレーション  

  

 

【セミナー名称（仮）】 
 イノベーションで拓く価値創造に向けて  
  ～「実践的学習の場」によるIT融合人材の育成～ 
 
【開催日、場所】 
 2014年7月24日（木） 9:30～11:20 
 秋葉原ＵＤＸ 
  
【主催者、運営】 
 主催：ＪＩＳＡ ＳＰＥＳ ／ 運営：ITコーディネータ協会とIPA共同 
 
【プログラム（案）】 
 IT融合人材の概要、実践的学習の場の必要性、IT融合組織能力 
 の重要性、「実践的学習の場」のデモなど 


